
［５］ 都城地区小体連  （学校数４３校 児童数 11,061 人） 

Ⅰ 年間事業 

月 日 曜 時間 会場 会の名称 
主 な 内 容 

研究部 事業部 

５月１０日 水 
14:00 

１６:30 
西小学校 教科主任会 

〇役員選出 

〇研究推進 

〇水泳記録会の計画 

５月３０日 火 
14:00 

16:25 

早水文化 

センター 

第１回 

常任理事会 

○計画・組織 

○研究の方向性 

○水泳記録の提案 

６～９月中   各学校 各学校における水泳記録会 

７月２５日 火 
14:00 

16:25 

早水文化 

センター 

第２回 

常任理事会 

○指導案検討 ○水泳記録の集約 

○陸上運動教室計画検討 

７月２８日 木 
9:00 

16:00 
明和小学校 

地区別 

講習会 

○実技講習会 

９月５日 火 
14:00 

16:25 
沖水小学校 

第１回 

理事会 

〇指導案検討 〇水泳記録の集約 

〇陸上運動教室について 

９月１２日 火 
14:00 

16:25 

早水文化 

センター 

第３回 

常任理事会 

○指導案検討 ○陸上運動教室計画確認 

１０月１０日 火 
14:00 

16:25 
西小学校 

第２回 

理事会 

○指導案検討 ○陸上運動教室選手名簿確

認、前日・当日準備の確認 

１０月１６日 月 
15:00 

16:25 

都城運動公園 

陸上競技場 
陸上運動教室前日準備 

１０月１７日 火 
 8:00 

15:30 

都城運動公園 

陸上競技場 
第７３回都城市陸上運動教室 

９～１１月中   各学校 三股町陸上記録会 各学校における記録測定 

１１月２９日 水 
13:00 

16:30 
南小学校 

都城市・三股町合同教育研究会 領域：ボール運動 

（GIGA 参観日と兼ねる） 

２月１３日 火 
14:00 

16:25 

早水文化 

センター 

第４回 

常任理事会 

○次年度研究の

方向性検討 

○事業報告、決算報告準備 

○次年度事業計画検討 

２月２７日 火 
14:00 

16:25 

早水文化 

センター 

第３回 

理事会 

○次年度研究の

方向性提案 

○事業経過報告、決算報告 

○次年度事業計画 

 

Ⅱ 事業部のあゆみ 

  １ 各学校による水泳記録会（６～９月中） 

   （１） 対象 小学５・６年生 

   （２） 実施種目 ２５ｍ（自由形・平泳ぎ）、５０ｍ（自由形・平泳ぎ） 

      ※ 実施可能な学校のみ、記録会を行った。 

      ※ ５年生は、５０ｍの種目は行わなくてもよいこととした。 

 



  ２ 第７３回都城市陸上運動教室 

   （１） 対象      都城市内小学６年生全児童 

   （２） 実施種目  ① 選抜種目  １００ｍ走、５０ｍハードル、長距離走（男子１０００ｍ、女子８００ｍ）、 

                              ソフトボール投げ、走り高跳び、走り幅跳び 

                  ② 一般種目  ８０ｍ走 

３ 三股町小学校陸上記録会 各学校における記録測定 

   （１） 対象      三股町市内小学６年生全児童 

   （２） 実施種目  ５０ｍハードル、長距離走（男子１０００ｍ、女子８００ｍ）、ソフトボール投げ、 

                  走り高跳び、走り幅跳び 

 

Ⅲ 研究部のあゆみ 

１  研究主題・副題 

２  主題設定の理由 

     タグラグビー・フラッグフットボールが半必修化となり、今年度で４年目となる。都城地区小体連では、タグラ

グビー・フラッグフットボールの指導の充実に向けて、研修を行ったり、研究を重ねたりしてきた。しかし、未だ

学校や学年・学級によっては、ルールの複雑さから指導に抵抗がある教師も少なからずおり、指導の実態に

ついては差がある。 

     本研究は、３ヶ年計画の２年目である。一昨年度は中学年の「児童の姿に対する手立ての一体化表（評価

基準表）」を作成するとともに、第４学年「タグラグビー」で研究授業を行った。また、昨年度は高学年の「児

童の姿に対する手立ての一体化表（評価基準表）」を作成するとともに、第６学年「フラッグフットボール」で

研究授業を行った。 

     一昨年度の成果や課題を踏まえ、昨年度から「ゴール型」の研究に取り組んだが、次のような課題が残った。 

     そこで、今年度は、中・高学年のボール運動につながる「鬼遊び」について指導と評価の計画を作成すると

ともに、「ゴール型」における ICT の効果的な活用に焦点を置き、次のように研究を進めた。 

３ 研究の内容 

   （１） 児童が主体的に活動できる指導と評価の計画（低学年・鬼遊び） 

   （２） ICT 機器を効果的に活用した「ボール運動」の指導方法の工夫 

４ 研究の実際 

（１） 児童が主体的に活動できる指導と評価の計画 

中・高学年の「ゲーム」につながる低学年「鬼遊び」の評価基準表を作成した。各項目について、

「十分に満足できる」（A）、「おおむね満足できる」状況（B）、「努力を要する」状況（C）、それぞれに

主体的・対話的で深い学びを実現する体育科学習の在り方 

～ボール運動における指導の工夫を通して～ 

◯  低学年の、中・高学年のボール運動につながる運動について、「児童の姿に対する手立ての一体

化表（評価基準表）」の作成をする必要がある。 

◯  ICT 機器は活動に合わせて、どのアプリを使うことが効果的・効率的なのか考えて活用する必要

がある。 



おける児童の具体的な姿と、C 評価の児童に対する手立てを表に示し、教師が指導・評価しやすいよ

うにした。 

（２） ICT 機器を効果的に活用した「ボール運動」の指導方法の工夫 

昨年度の「ICT 機器は活動に合わせて、どのアプリを使うことが効果的・効率的なのか考えて活用する

必要がある。」という課題を踏まえ、令和５年１１月２９日（水）に「都城市・三股町合同教育研究会」に

おいて、研究授業を行った。  

領域 単元名 学年 授業者 

ゲーム ボール運動「フラッグフットボール」 第６学年 都城市立南小学校：大迫 琢朗 教諭 

        昨年度同様、単元前半に知識・技能、後半に思考力・判断力・表現力等に重点を置いた単元計画

を立てることで、児童が主体的に活動できるようにした。単元前半では、大まかに「練習→作戦→ゲ

ーム」という流れをとることで、パスを投げたり、捕ったりする「ボールを持っている時の動き」や、ボー

ルを持っている人を守ったり、ボールを持っているふりをしたりする「ボールを持たない時の動き」を身

に付けさせるようにした。また、単元後半では、「ゲーム→作戦→ゲーム」という流れをとることで、チー

ム毎に作戦を話し合い、ゲームを通して試行錯誤することができるようにした。 

研究授業の際には、次のような視点を設定した。 

単元全体を通して、チームで作戦を“立てる”際には、ホワイトボードや Google スライドの中から

児童が自分達で話し合う手段を選択できるようにした。また、チームで作戦を“選ぶ”際に、Google

サイトを使って話し合わせることで、他のチームの作戦を参考にしたり、自分のチームの作戦や課題を

見返したりすることができるようにした。さらに、本時の学習を振り返る活動において、Google フォー

ムを用いて振り返りを書き込ませることで、教師が個々の学びを把握することができるようにした。 

 

① Google のアプリは、チームの特徴に応じた作戦を立てたり、選んだりするのに効果的であったか。 

② 振り返りシートは、児童が自身の学びを振り返ったり、教師が個々の実態を把握したりするのに効

果的であったか。 

評価基準表（低学年・鬼遊び） 



５  研究の成果と課題 

（１） 成果 

◯  作戦を考えるツールとして、ホワイトボード・Google スライド・Google サイトの中から児童が自

分達で選ぶことができるシステムが良かった。 

◯  Google サイトは、これまでの作戦を、動画を通して振り返ったり、他のチームの作戦を参考にし

たりできるため、効果的だった。 

◯  振り返りシート（Google フォーム）は、教師が個々の振り返りを把握することができるため、効果

的だった。 

（２） 課題 

●  低学年の、「ボールゲーム」における評価基準表を作成する必要がある。 

●  作戦をタブレット上で確認するだけでなく、実際に作戦の動きをしながら話し合った方が、よりイ 

メージしやすく、運動量の確保にも繋がったかもしれない。 

 

Ⅳ まとめ 

  事業部では、４年ぶりに市内６年生全児童を集めて、陸上運動教室を実施した。運営に当たって、多くの方

に御協力をいただき無事に開催することができた。「やってよかった」「一生懸命走ったり、応援したりする姿

には感動させられる」といった言葉をいただいた。児童からも、「自分から本気を出せるようになった」「高校

生が見せてくれた競技はレベルが高くびっくりした」という声が聞かれ、陸上競技に対する興味関心を高める

ことができたと考えられる。しかし、大会開催に係る費用の増加、予定時刻の超過等、課題が残るため、次年

度は反省を生かしながら、さらに有意義な大会となるようにしたい。 

  研究部では、陸上教室準備によって時間が限られた中で、前年度の課題であった低学年の「児童の姿に

対する手立ての一体化表（評価基準表）」の作成を行い、「努力を要する児童」へ手立てを考える際の一助にな

ると考えられる。しかし、低学年「鬼遊び」の手立てであるため、ボール操作等の低学年「ボールゲーム」における

評価基準表の作成を次年度に行いたい。研究授業では、作戦を考えるツールとして、ホワイトボード・Google

スライド・Google サイトの中から児童が自分達で選ぶという、効果的な ICT 活用方法を実践していただき、

各学校での体育授業における ICT 活用の参考となった。 

Google サイトを使って作戦を選ぶ様子 授業で使用した Google サイト 


